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唾液の分泌
青＝正常
赤＝乾燥
白＝拡延
歯垢
青＝3分の2以上
赤＝3分の1～3分の2
白＝3分の1未満
舌苔
青：舌苔あり
赤＝舌苔なし
図①
はさらに減少がみられた。舌苔は、ともに減少が見
られたが、緑茶ガーゼ清拭後よりもブラッシング後
のほうが舌苔の付着は減少していた。（図①）
　研究前の看護師アンケートの結果、いままで緑茶
ガーゼでの口腔ケアに疑問を感じたことがあるとの
問いに対して、はいと答えた看護師が、いいえの3
倍であった。また、これまでの緑茶　ガーゼでの口
腔ケアで口腔の状態がきれいになったと答えた看護
師が全体の15％にすぎず、十分ではない、あまり変
化は感じられない、全く変化は感じられないをあわ
せると85％をしめた。
　（図②）研究後の看護師アンケートの結果は緑茶
ガーゼ使用後よりもブラッシング後のほうがきれ
いになったと答える回答が3倍となった。有効な口
腔ケアに対しては、前後を通して複数回答ではあっ
たが、最も多かったのはブラッシングであった。
IV、考察
1、ブラッシングの効果
　　ブラッシングには歯肉頬粘膜の刺激とマッサー
　ジによる血行促進、唾液分泌による自浄効果、歯
　石除去による虫歯・歯周病の予防、さらに誤嚥性
　肺炎の予防、爽快感、そして口腔を刺激すること
　は摂食・嚥下訓練となり傾向摂取の回復が得られ
　QO］」が向上するといわれている。ブラッシングは
　毎日の積み重ねで効果が発揮されるものであり、
　リハビリテーション効果と考えられている。
2、緑茶ガーゼの効果
　　福1」」らの研究によると緑茶による静菌作用が報
　告されている。口腔内に緑茶ガーゼを使用したこ
　とによりMRSAや細菌数の減少が見られた例も
　あった。しかし肉眼的評価の結果、ブラッシング
　に比べ研究前、緑茶ガーゼ使用後は口腔内の劇的
　な変化はみられなかった。緑茶には静菌作用があ
　るが、緑茶使用後3時間後には細菌の増殖がみら
　れた。しかし前に記したように、ブラッシングに
　は24時間静菌作用があるため、ブラッシングに
　よる口腔ケアが望ましいと思われる。
3、患者の変化
　　口腔内環境が良い状態とは、口腔内が適度に潤
　っていること、歯垢や舌苔が見られないことであ
　る。しかし以前より当科で行っている緑茶ガーゼ
　清拭による口腔ケアでは、劇的な口腔内環境の改
　善が見られなかった。しかし今回の研究を行った
　結果、ブラッシングによる口腔内環境の改善がみ
　られた。ブラッシングのような機械的な除去を行
　わない限り、容易に細菌数を減少させることは出
　来ないと、道重ら1）は報告している。また福本ら
　によると確実にブラッシングすれば歯垢が増殖す
　るまで最低24時間はかかるとの報告があり、1
　日1回のブラッシングで細菌数の減少を図ること
　ができると考えられる。
4、看護師の変化
　　看護研究を行うことにより、ブラッシングの必
　要性を感じることができ、またブラッシングの手
　技を獲得できた為このような結果になったと考え
　られる。それぞれの口腔の状態にあったケアの選
　択肢を各看護師が日常の業務の中でアセスメント
　ができ、口腔ケアを行うことができたため患者様
　の個々の状態に応じて薬剤や歯ブラシを選択でき
　家族にすすめる、また申し送りの中でも口腔内環
　塊に関することが多く申し送られる場面がみられ、
　業務の中で口腔ケアを行う際にブラッシングを行
　う看護師が多くみられた。
　　患者のヘルスプロモーションを行っていくに
　あたって、行動変容プログラムの実践が有効であ
　るとされている。これは、教育を行うにあたって
　可能性を高める、やりがい、楽しさを与えるよう
　かかわりをもちながら、行動変容のプログラムを
　実践していくことであるとされている。行動変容
　プログラムの開発は1）問題、必要な内容を明ら
　かにする2）介入／プログラムをデザインする、3）
　カリキュラムを開発する、4）プログラムを発信
　する、5）プログラムを評価するという流れにな
　る。5）の評価の後プログラムデザインの修正。
　4）の発信するプログラムの修正につながるとい
　うフィードバックも行われる。今回の研究では緑
　茶ガーゼで本当に口腔内の清潔が保たれているの
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看護師アンケート（研究後）
緑茶ガーゼ使用後
ロきれいになった
国十分ではないがきれいになっ
た
口あまり変化は感じられない
口全く変化は感じられない
ブラッシング後
聯羅鍮’： ロきれ固こなった
日十分でぱないがきれいに
なった
口あまり変化は感じられない
日全く変化は感じられない
有効なロ腔ケァ
ロロ　　拭
ロブランング
日う力
日その1
ブラッシングは必要だと思いますか
［］はい
困必要であると感じている
がロ腔ケアの仕方がわ
からない
囚必要であると感じている
が金銭的な負担がかか
る
□いいえ
図②
であろうかという疑問から研究が始まり、やはり看
護師アンケートの結果でも緑茶ガーゼに疑問を持っ
ている、また他に有効な口腔ケアがあるのではない
かという意見が多かった。これが上記に示した1）
に該当すると思われる。研究を行うにあたっての行
動計画が2）、ブラッシングの手順の統一が3）、ブ
ラッシングの手順を説明しポスターを作成、スタッ
フに周知することが4）、研究前、中、後のアセスメ
ントシート評価が5）にあたると考えられる。今回
の看護研究を行ったあと、病棟の看護師が自らブラ
ッシングを積極的に行う姿がみられた。いままで、
文献や看護師問でブラッシングがよいという情報、
知識を伝達しても病棟内で口腔ケアを行う際にブラ
ッシングが定着することはなかった。しかし今回研
究を行ったことでブラッシングが定着したというこ
とは病棟看護師に行動変容を起こさせ、また維持で
きる結果となった。
の口腔内環境が、
する。
さらに改善されていくことを期待
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V、結論
　今まで当科では緑茶ガーゼを中心に口腔ケアを行
っていたが、今回の研究でブラッシングによる効果
の重要性が改めて立証された。
VI、おわりに
　今回の研究の限界と課題として、症例数が7例と
少なく、また抗生剤の点滴やプレドニンの内服の有
無、同室者との因果関係、患者の体調等もあり、培
養結果だけではブラッシングの効果は立証すること
ができなかったため、今後も検討していきたい。今
回の研究において、口腔ケアの手技や体位を具体的
に明記し、病棟看護師ともに研究を進めていったこ
とで各看護師の意識・技術の向上が図られた。トレ
ーニングにおいては、自らの職務行動のパターンや
傾向について自覚を高め、目標達成や能力開発に向
けて行動を変えていくことができた。今後、患者様
